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１．はじめに 
本格的な高齢社会の到来と少子化のいっそうの進

展にあたり、暮らしの質的向上に対するニーズはます

ます高まっている。また、障害者の自立的な社会参加

の促進等の要請に、適切に対応する交通システムの整

備の必要性が求められている。 
都市においては、このようなことを踏まえたうえ

で、快適で使い勝手のよい公共交通システムを構築す

ることが特に求められている。こんにち、ハートビル

法や交通バリアフリー法により施設や設備面などで

の改善は着実に進みつつあるものの、「誰しもが使い

やすい」公共交通システムの実現にはさまざまな課題

が山積みしている。たとえば、旅客が目的地に行くま

でにはさまざまなバリア（障害）がある。高齢者や障

害者でなくとも一般の旅客でも、家を出てから歩道を

歩き、バスに乗って駅まで行き、切符を買って改札を

抜け階段を上りホームに降り列車に乗り込むまでに

も、歩道の段差やバスの乗り降りのしやすさなどの物

理的バリアがあり、また、車いすが利用できない場所

などの制度面での改善の余地が残る制度的バリアな

どもある。そのため、高齢者や障害者がバリアフリー

で安心に移動できるだけでなく、健常者にも利用しや

すい公共交通システムのユニバーサルデザインの構

築が求められている。 
本報告においては、公共交通システムのユニバーサ

ルデザインを構築していく上で問題となるさまざま

な障害のうち、実システムのハード面での物理的バリ

アについて実データをもとに分析を進め、東京都内の

交通システムにおける、一般の旅客と高齢者の旅客の

移動特性を比較考察し、都市交通システムにおける旅

客の段差等物理的バリアでの移動特性の評価方法に

ついて検討する。 
 

２．移動特性の分析 
旅客の移動についての基本的な特性の一つに、移動

の速さがあげられる。また、旅客の歩行行動は１歩幅

の移動行動の連続により表現されることから、旅客の

歩行状態を平均の移動の速さ（以下速度と呼ぶ）や、

１歩幅の移動時間などにより分析することができる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 単位時間あたりの歩数の度数分布 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 歩幅の度数分布 
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２．１．一般の旅客の移動特性 
一般の旅客の水平通路における移動特性を図 1 か
ら図 4P

1）
Pに示す。被測定者は男性 536名、女性 131名

で、大部分は朝の出勤時間帯における通勤者である。 
図 1は単位時間あたりの歩数の度数分布である。男性
の単位時間あたりの歩数の平均値は 2.02 歩／秒で、
女性の単位時間あたりの歩数の平均値は 2.14 歩／秒
である。平均値について男女の比較をすると、女性の

値のほうが男性の値より 6％ほど大きい。図 2は歩幅
の度数分布である。男性の平均値は 0.76m で、女性
の平均値は 0.70m である。平均値について男女の比
較をすると男性の値のほうが女性の値より9％ほど大
きい。図 3に男性の歩行速度の相対度数を表し、図 4
に女性の歩行速度の相対度数を表す。男女とも歩行速

度 1.4ｍ／秒が最頻値となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 男性の歩行速度の相対度数 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 女性の歩行速度の相対度数 

男性の歩行速度の平均値は 1.53ｍ／秒であり、女性の
歩行速度の平均値は 1.49ｍ／秒である。平均値につい
て比較すると、男性の値のほうが女性の値より２．

７％ほど大きい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 男女年代別乗車時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 男女年代別降車時間 
 
２．２．一般の旅客および高齢者の１歩幅の移動特性 
一般の旅客および高齢者の１歩幅の移動特性を図

５P

２）
Pおよび図６P

３）
Pに示す。 

図５は、旅客が歩道からバスのステップ第１段また

は床面に乗り込むときの男女年代別の値である。一般

の旅客および高齢者とも男性の方が１歩幅の移動時

間は長く、前者においては４．５％、後者においては

８．４％ほど女性より男性のほうが１歩幅の移動時間

が大きい。年代別の比較では、男性高齢者のほうが男

性一般者Ａより１７．１％ほど１歩幅の移動時間が大

きい。また、女性高齢者のほうが女性一般者Ａより１ 
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図７ １歩幅の移動時間の移動形態での比較 

 
４．９％ほど１歩幅の移動時間が大きい。最も差が大

きいのは女性一般者Ａと男性高齢者の間で、２４．

６％ほど男性高齢者のほうが１歩幅の移動時間が大

きい。 
 図６は、旅客がバスのステップ第 1段または床面か
ら地上に降りるときの 1 歩幅の移動時間の男女年代
別の値である。一般の旅客および高齢者とも女性のほ

うが 1歩幅の移動時間が長く、前者においては１０．
０％、後者においては２９．６％ほど男性より女性の

ほうが１歩幅の移動時間が大きい。年代別の比較で

は、男性高齢者のほうが男性一般者Ａより１５．７％

ほど１歩幅の移動時間が大きい。また、女性高齢者の

ほうが女性一般者Ａより３６．４％ほど１歩幅の移動 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ 水平通路における男性一般者を基準にした

ときの１歩幅の移動時間の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
時間が大きい。最も差が大きいのは男性一般者Ａと女

性高齢者の間で、５０．０％ほど女性高齢者のほうが

１歩幅の移動時間が大きい。 
 

３．移動特性の考察 
図７に１歩幅の移動時間の移動形態での比較を

示す。水平通路における１歩幅の移動時間は単位時間

あたりの歩数の逆数であることから、男性一般者は

０．４９５秒、女性一般者は０．４６７秒となる。図

８に示すように、男性一般者においては、バス乗車時

の１歩幅の移動時間は水平通路におけるときの２．８

倍となり、バス降車時は１．４倍となる。女性一般者

においては、バス乗車時の１歩幅の移動時間は２．９

倍となり、バス降車時は１．６倍となる。男性高齢者

は、男性一般者の水平通路における１歩幅の移動時間

を基準にするとバス乗車時の１歩幅の移動時間は３．

４倍となり、バス降車時は１．６倍となる。女性高齢

者は、女性一般者の水平通路における１歩幅の移動時

間を基準にするとバス乗車時の１歩幅の移動時間は

３．３倍となり、バス降車時の１歩幅の移動時間は２．

２倍となる。 
男性一般者と女性一般者においては、水平通路での

移動とバス乗車においての移動では、男性の方が１歩

幅の移動時間が長いが、バス降車においての移動では

女性の方が長くなる。男性高齢者と女性高齢者におい

ても、水平通路での移動とバス乗車においての移動で

は、男性の方が１歩幅の移動時間が長いが、バス降車

においての移動では女性の方が長くなる。ただし、バ 
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図９ バス乗降時における高齢者の手すりの使用割

合 
 
ス降車においては男性高齢者は男性一般者より１４．

３％１歩幅の移動時間が長いこと較べ、女性高齢者は

３７．５％１歩幅の移動時間は長くなり、その比は２．

６倍となる。 
バスの乗降時において、ステップを１段昇ること

や、ステップを１段降りることは、水平通路での移動

に較べ旅客の腰や膝または足首などへの負担が増え

ると考えられる。このことは、体力的にハンディのあ

る高齢者にとっては図９P

２）、３）
Pに示すように、手すり

を使用する人の割合が多いことによっても説明され

る。また、バス降車時における１歩幅の移動時間がも

っとも長い女性の場合は、その理由として踵の比較的

高い履物による影響も大きいのではないかと観察さ

れる。 
 

４．まとめ 
東京都内の交通システムにおける実データを用い

て、一般の旅客および高齢者の旅客について、一般の

旅客の水平通路における移動特性を基準に、両者につ

いて、バスの乗降時における移動特性を分析、考察し

た。 
一般の旅客についての歩行行動を分析すると、男女

間において単位時間あたりの歩数や歩幅の特性に違

いが見られる。１歩幅の移動時間に着目し、男女年代

別に分析すると、高齢者の男女間において、一般の男

女間における特性と異なる特性が見られ、特に女性高

齢者の場合、バス降車におけるバリアが大きいことが

示された。 
１歩幅の移動時間を評価基準にした場合の特徴を

以下にあげる。 
 
長所 
・ 観測しやすい 
・ 分析しやすい 
・ さまざまな段差等バリアに適用しやすい 
短所 
・ 車いす使用者には適用できない 
・ 旅客の密度が高く足元が見えにくい場合は計測

しにくい 
 
今後、都市交通システムの施設や設備などにユニバ

ーサルデザインの概念による物理的バリアでの障害

を低くする改善がなされていくと考えるが、その改善

の度合いを評価する手法の一つとして、１歩幅の移動

時間を評価基準にした解析が有効であると思われる。 
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